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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、高水準で推移する企業収益や雇用・所得環境の着実な改善等

を背景に企業の設備投資や個人消費に持ち直しがみられるなど、緩やかな回復を続けてまいりました。一方で、新

興国経済の減速、外国為替市場や資源価格の変動等から依然として景気の先行きに不透明感が漂う状況にありまし

た。 

 建設業界におきましては、公共投資は緩やかな減少傾向にあるものの、民間設備投資は堅調に推移しておりま

す。しかしながら慢性化した技能労働者不足からくる労務費の増加や資材価格の高騰が予想されるなど、先行きに

不安の残る状況が続いてまいりました。 

 このような状況のもと、当社グループにおきましては、「施工品質の向上」と「安全管理の強化」をより一層高

めるべく、施工管理体制を整えるとともに「収益力」の強化に努めてまいりました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、民間の住宅関連工事などで大型の地盤改良工事を施工したも

のの、土木関連の杭工事が減少したことなどにより、135億75百万円（前年同期比7.0％減）となりました。また、

利益につきましては、施工効率の高い大型の杭工事が減少したことなどにより、営業利益は７億27百万円（前年同

期比44.7％減）、経常利益は８億14百万円（前年同期比35.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億41

百万円（前年同期比23.6％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億22百万円減少し、159億59百万円とな

りました。これは主に設備投資により有形固定資産が１億14百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金

等が６億60百万円減少したことによるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ10億20百万円減少し、51億22百万円となりました。これは主に支払手形・

工事未払金等が８億91百万円減少したことによるものであります。また、純資産合計につきましては、前連結会計

年度末に比べ４億98百万円増加し、108億36百万円となりました。これは主に利益剰余金が４億37百万円増加した

ことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年３月期の連結業績予想につきましては、現在のところ平成28年５月13日に公表いたしました業績予想は

変更しておりませんが、平成29年１月13日に公表いたしました「持分法適用関連会社の異動（譲渡）及び特別損失

の発生に関するお知らせ」の通り、特別損失（投資有価証券売却損）の確定等により業績予想に修正が必要な場合

は速やかにお知らせいたします。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取

得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 6,580,709 5,988,155 

受取手形・完成工事未収入金等 4,506,919 3,846,620 

電子記録債権 1,196,852 1,549,667 

未成工事支出金等 510,920 465,063 

未収入金 757,196 885,767 

その他 258,946 345,470 

貸倒引当金 △3,697 △2,176 

流動資産合計 13,807,846 13,078,568 

固定資産    

有形固定資産 1,990,462 2,104,585 

無形固定資産 63,605 46,803 

投資その他の資産    

その他 640,207 749,493 

貸倒引当金 △20,397 △20,319 

投資その他の資産合計 619,810 729,173 

固定資産合計 2,673,878 2,880,562 

資産合計 16,481,724 15,959,131 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 4,405,818 3,513,946 

リース債務 35,262 17,249 

未払法人税等 521,682 4,710 

未成工事受入金 55,806 87,837 

引当金 95,816 249,153 

その他 438,003 701,041 

流動負債合計 5,552,388 4,573,939 

固定負債    

リース債務 18,419 9,937 

退職給付に係る負債 474,502 460,717 

引当金 12,000 18,353 

その他 85,734 59,485 

固定負債合計 590,656 548,494 

負債合計 6,143,045 5,122,433 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,710,900 1,710,900 

資本剰余金 2,382,063 2,383,962 

利益剰余金 6,277,258 6,715,100 

自己株式 △308,971 △301,931 

株主資本合計 10,061,250 10,508,032 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 13,177 78,645 

為替換算調整勘定 7,691 149 

その他の包括利益累計額合計 20,868 78,794 

新株予約権 53,967 58,717 

非支配株主持分 202,592 191,153 

純資産合計 10,338,679 10,836,697 

負債純資産合計 16,481,724 15,959,131 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 14,595,144 13,575,348 

売上原価 12,146,755 11,530,076 

売上総利益 2,448,388 2,045,272 

販売費及び一般管理費 1,133,930 1,318,179 

営業利益 1,314,458 727,092 

営業外収益    

受取利息 691 276 

受取配当金 7,059 7,816 

仕入割引 16,776 14,761 

持分法による投資利益 － 56,400 

物品売却益 1,938 2,371 

その他 2,582 6,296 

営業外収益合計 29,047 87,922 

営業外費用    

支払利息 30 41 

売上割引 598 22 

持分法による投資損失 87,016 － 

為替差損 － 20 

営業外費用合計 87,646 84 

経常利益 1,255,858 814,930 

特別利益    

固定資産売却益 5,243 49,506 

特別利益合計 5,243 49,506 

特別損失    

固定資産処分損 1,043 1,435 

特別損失合計 1,043 1,435 

税金等調整前四半期純利益 1,260,058 863,001 

法人税等 454,382 231,654 

四半期純利益 805,676 631,346 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △34,733 △10,538 

親会社株主に帰属する四半期純利益 840,410 641,885 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 805,676 631,346 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,555 65,468 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,451 △7,542 

その他の包括利益合計 2,104 57,925 

四半期包括利益 807,780 689,272 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 842,514 699,811 

非支配株主に係る四半期包括利益 △34,733 △10,538 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）受注高・売上高・受注残高内訳表

前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

①受注高・受注残高

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

 建設事業 13,092,508 7,570,898

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

 その他の事業 － －

合  計 13,092,508 7,570,898

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりません

ので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

 

②売上高

セグメントの名称 金額（千円）

 建設事業 14,340,134

 土木建築コンサルティング全般等事業 245,342

 その他の事業 9,667

合  計 14,595,144

 

 

当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日）

①受注高・受注残高

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

 建設事業 14,772,996 7,164,765

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

 その他の事業 － －

合  計 14,772,996 7,164,765

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりません

ので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

 

②売上高

セグメントの名称 金額（千円）

 建設事業 13,410,585

 土木建築コンサルティング全般等事業 155,352

 その他の事業 9,410

合  計 13,575,348
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